
　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

旧
年
中
は
、
能
登
町
の
皆
さ
ま
に

は
温
か
い
ご
支
援
と
多
大
な
ご
協
力

を
い
た
だ
き
ま
し
た
事
を
心
よ
り
お

礼
申
し
上
げ
ま
す
。
本
年
も
引
き
続

き
、
住
民
の
皆
さ
ま
の
ご
要
望
に
応

え
ら
れ
る
よ
う
、
き
め
細
か
な
対
応

を
心
掛
け
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

昨
年
は
年
明
け
早
々
、
う
れ
し
い

ニ
ュ
ー
ス
が
あ
り
ま
し
た
。
宇
出
津

の
「
あ
ば
れ
祭
」
が
、
平
成
25
年
の

春
よ
り
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
で

常
設
展
示
さ
れ
る
こ
と
が
決
定
し
ま

し
た
。
能
登
の
祭
り
が
、
学
問
的
な

見
地
か
ら
国
の
内
外
へ
発
信
さ
れ
る

こ
と
に
、
こ
れ
ま
で
と
は
違
っ
た
効

果
を
期
待
す
る
と
同
時
に
、
昨
年
ユ

ネ
ス
コ
無
形
文
化
遺
産
に
登
録
が
決

ま
っ
た
「
あ
え
の
こ
と
」
同
様
、
能

　

明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い

ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、
健
や
か
に

新
春
を
お
迎
え
の
こ
と
と
心
か
ら
お

喜
び
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
日

ご
ろ
か
ら
町
政
の
発
展
に
ご
理
解
と

ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
３
月
に
は
能
登
町
が

登
町
内
に
数
多
く
あ
る
祭
り
や
文
化

の
保
存
・
継
承
の
機
運
が
高
ま
る
こ

と
を
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
能
登
町
の
皆
さ
ま
に
は
、

大
変
元
気
に
活
動
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
中
で
も
、
各
種
ス
ポ
ー
ツ
に

お
き
ま
し
て
、
県
大
会
、
そ
し
て
全

国
大
会
で
も
上
位
入
賞
さ
れ
る
方

や
、
高
校
野
球
で
は
甲
子
園
の
地
を

踏
ん
だ
方
、
大
相
撲
で
も
能
登
町
出

身
の
力
士
が
着
実
に
番
付
を
上
げ
る

な
ど
、
将
来
が
非
常
に
楽
し
み
な

ア
ス
リ
ー
ト
の
活
躍
を
目
に
し
ま
し

た
。
選
手
が
出
し
た
結
果
は
、監
督
・

コ
ー
チ
の
熱
意
の
賜
物
で
も
あ
り
ま

す
。
指
導
者
の
皆
さ
ま
に
は
、
地
域

で
選
手
を
育
て
、
人
を
育
て
る
そ
の

真し
ん
し摯
な
姿
勢
に
敬
意
を
表
し
ま
す
と

共
に
、今
後
も
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、

「
能
登
町
印
」
の
元
気
な
人
材
を
育

誕
生
し
て
か
ら
５
年
が
経
過
す
る
こ

と
に
な
り
ま
す
。振
り
返
り
ま
す
と
、

合
併
直
後
の
平
成
17
年
度
の
財
政
状

況
は
、
基
金
を
12
億
円
も
取
り
崩
す

予
算
編
成
と
な
り
、
将
来
、
財
政
再

建
団
体
に
転
落
す
る
恐
れ
が
あ
る
自

治
体
と
し
て
報
道
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
た
中
、
平
成
18
年
度
か
ら

財
政
緊
急
事
態
宣
言
と
も
い
え
る
３

成
さ
れ
ま
す
こ
と
を
切
に
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
一
昨
年
の
金
融
不
安
を
経

て
、
中
国
を
は
じ
め
と
す
る
世
界
各

国
が
不
況
か
ら
脱
却
し
つ
つ
あ
る

中
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
再
び
景

気
が
悪
化
す
る
二
番
底
の
懸
念
が
払

拭
で
き
な
い
状
態
が
続
い
て
い
ま

す
。
資
源
に
乏
し
い
わ
が
国
で
は
、

各
種
企
業
が
そ
の
状
況
を
打
破
す
べ

く
、
新
技
術
に
よ
る
外
国
で
の
市
場

開
拓
や
、
コ
ス
ト
削
減
・
経
営
合
理

化
等
に
鋭
意
努
力
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、
能
登
町
も
同
様
に
、
行

財
政
運
営
の
更
な
る
合
理
化
を
進
め

つ
つ
、
そ
れ
に
よ
っ
て
地
方
の
衰
退

が
加
速
し
な
い
よ
う
、
細
心
の
注
意

を
払
わ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

今
年
3
月
1
日
に
は
能
登
町
が
誕

生
し
て
五
周
年
を
迎
え
ま
す
。
合
併

当
初
の
危
機
的
だ
っ
た
財
政
状
況

は
、
町
民
の
皆
さ
ま
の
深
甚
な
る
ご

理
解
の
下
で
行
っ
た
集
中
財
政
改
革

期
間
、
さ
ら
に
は
遠
隔
の
地
か
ら
の

心
温
ま
る
ふ
る
さ
と
納
税
等
に
励
ま

さ
れ
て
、
財
政
に
関
す
る
各
種
指
数

は
改
善
さ
れ
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

そ
し
て
、
町
の
皆
さ
ま
の
間
に

も
、
徐
々
に
で
は
あ
り
ま
す
が
、
一

体
感
が
出
て
き
た
よ
う
に
も
感
じ
ま

カ
年
の
集
中
改
革
期
間
を
設
け
、
町

民
一
体
と
な
っ
て
財
政
の
健
全
化
策

が
実
施
さ
れ
る
と
同
時
に
、
平
成
18

年
度
を
初
年
度
と
す
る
10
年
間
に
わ

た
る
第
１
次
総
合
計
画
が
策
定
さ
れ

ま
し
た
。
計
画
で
は
、
当
時
の
社
会

背
景
と
し
て
次
の
こ
と
が
あ
げ
て
あ

り
ま
す
。

①
少
子
高
齢
化
の
進
行
は
、
地
方
に

お
い
て
よ
り
顕
著
。

②
も
の
の
豊
か
さ
よ
り
も
心
の
豊
か

さ
を
求
め
る
価
値
観
の
転
換
。

③
社
会
経
済
活
動
は
消
費
者
型
社
会

か
ら
循
環
型
社
会
を
構
築
。

④
地
域
の
自
主
性
・
自
立
性
を
確
立

し
、
個
性
あ
る
地
域
社
会
の
創
造
を

求
め
る
地
方
主
権
を
確
立
す
る
。
そ

の
た
め
に
行
政
と
住
民
が
協
働
す
る

ま
ち
づ
く
り
の
推
進
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。

　

こ
れ
ら
の
こ
と
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
具
体
的
な
施
策
と
し
て
「
人
づ

く
り
」
の
重
要
性
を
あ
げ
、
教
育
環

境
を
充
実
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま

す
。
次
に
医
療
や
健
康
、
子
育
て
支

援
を
推
進
し
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

社
会
、
す
な
わ
ち
「
福
祉
の
充
実
」

を
う
た
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
企
業
誘
致
や
既
存
企
業
の

支
援
、
交
流
人
口
の
増
大
を
図
る
こ

と
と
し
た
「
産
業
の
振
興
」
を
掲
げ

て
い
ま
す
。

　

新
町
発
足
５
年
の
節
目
に
あ
た
っ

て
、
そ
の
計
画
推
進
を
検
証
す
る
必

要
が
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

昨
年
は
議
会
改
革
を
求
め
る
声
に

応
え
な
け
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
、
議

会
の
改
革
を
検
討
す
る
委
員
会
を
設

置
し
ま
し
た
。
議
員
倫
理
や
定
数
、

議
会
庁
舎
の
位
置
に
つ
い
て
熱
心
に

討
議
さ
れ
、
一
定
の
前
進
が
あ
っ
た

と
思
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、

議
会
の
使
命
と
し
て
の
政
策
の
最
終

決
定
に
か
か
わ
る
こ
と
や
、
行
財
政

運
営
の
監
視
な
ど
に
、
よ
り
一
層
の

力
を
注
が
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
考

え
て
い
ま
す
。

　

経
済
状
況
の
厳
し
い
中
、
多
く
の

課
題
を
解
決
す
る
た
め
に
町
民
の
皆

さ
ま
の
深
い
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お

願
い
し
て
、
年
頭
の
ご
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　　能登町長

持木  一茂
　能登町議会議長

山﨑  元英

す
。
町
村
合
併
と
い
う
大
き
な
「
合

理
化
」
を
経
験
し
た
能
登
町
が
今
後

成
熟
し
、
真
価
を
発
揮
す
る
た
め
に

も
、
今
一
度
、
町
の
魅
力
を
見
つ
め

直
し
て
、
ふ
る
さ
と
振
興
に
努
め
、

町
の
皆
さ
ま
と
知
恵
を
出
し
合
い
な

が
ら
、
協
働
で
町
を
つ
く
っ
て
行
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
高
齢
者
や
子
育
て
支

援
の
メ
ニ
ュ
ー
充
実
、
小
中
学
校
の

耐
震
工
事
推
進
や
、
地
域
公
共
交
通

総
合
連
携
計
画
の
推
進
等
、
生
活
・

教
育
環
境
の
施
策
を
充
実
さ
せ
た
い

考
え
で
す
。ほ
か
に
も
、雇
用
、医
療
、

定
住
・
交
流
人
口
の
拡
大
等
、
世
相

が
厳
し
い
か
ら
こ
そ
、
行
政
に
寄
せ

ら
れ
る
期
待
は
大
き
い
と
心
に
念
じ

て
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

最
後
に
、
本
年
が
皆
さ
ま
に
と
っ

て
幸
福
な
年
と
な
り
ま
す
こ
と
を
ご

祈
念
し
ま
し
て
、
新
年
の
ご
挨
拶
と

い
た
し
ま
す
。
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町
制
5
周
年
と
能
登
町
音
楽
愛

好
会
設
立
30
周
年
を
記
念
し

て
、「
町
民
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
」

を
開
催
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
演
奏
す
る
舞
鶴
音
楽
隊
は
、

世
界
に
通
用
す
る
レ
ベ
ル
を
持
っ
て

い
ま
す
。
そ
の
音
楽
に
触
れ
る
こ
と

で
、
町
民
の
皆
さ
ん
が
「
音
楽
っ
て

い
い
な
」
と
思
っ
て
く
れ
る
き
っ
か

け
に
な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
コ
ン
サ
ー
ト
前
日
に
ブ
ラ

ス
バ
ン
ド
部
の
中
高
生
た
ち
に
演
奏

指
導
を
し
て
も
ら
う
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
演
奏
と
い
う
の
は
、
技
術
は

も
ち
ろ
ん
、
精
神
的
に
も
ほ
ん
の
少

し
の
差
で
大
き
く
変
わ
る
も
の
で

す
。
今
回
の
指
導
で
子
ど
も
た
ち
の

演
奏
力
が
伸
び
る
大
き
な
き
っ
か
け

に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す

し
、
子
ど
も
た
ち
に
と
っ
て
も
、
こ

の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
て
ほ
し
い
と

思
い
ま
す
。

生
の
音
楽
に
触
れ
て
ほ
し
い

　

幸
い
、
こ
の
町
に
は
生
の
音
楽
を

聴
か
せ
て
く
れ
る
グ
ル
ー
プ
が
た
く

さ
ん
あ
り
ま
す
。
学
校
の
ブ
ラ
ス
バ

ン
ド
は
も
ち
ろ
ん
、「
宇
出
津
吹
奏

楽
研
究
会
」
や
コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ

の
皆
さ
ん
な
ど
、
長
く
そ
の
活
動
を

続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

わ
た
し
が
3
代
目
の
会
長
を
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
る
「
能
登
町
音
楽

愛
好
会
」
は
、
そ
ん
な
皆
さ
ん
が
集

ま
っ
て
年
に
一
回
「
プ
ロ
ム
ナ
ー
ド

コ
ン
サ
ー
ト
」を
開
催
し
て
い
ま
す
。

こ
の
コ
ン
サ
ー
ト
は
も
う
30
年
も
続

い
て
い
る
ん
で
す
が
、
音
楽
を
愛
す

る
皆
さ
ん
の
一
途
で
純
粋
な
気
持
ち

の
お
か
げ
と
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

音
楽
は
人
生
を
共
に
歩
く
友
達
で

あ
り
、
後
ろ
か
ら
背
中
を
押
し
て
く

れ
る
父
親
で
あ
り
、
つ
ら
い
と
き
に

抱
き
し
め
て
く
れ
る
母
親
で
す
。

　

人
は
生
き
て
い
く
中
で
、
音
楽
に

助
け
ら
れ
る
時
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま

す
。「
町
民
ふ
れ
愛
コ
ン
サ
ー
ト
」は
、

そ
の
音
楽
の
す
ば
ら
し
さ
を
わ
た
し

た
ち
に
教
え
て
く
れ
る
の
で
は
な
い

で
し
ょ
う
か
。

　

わ
た
し
は
常
に
、
町
の
中
に
生
の

音
楽
を
聴
け
る
機
会
が
い
っ
ぱ
い
あ

れ
ば
い
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
流

の
音
楽
に
触
れ
る
ま
た
と
な
い
機
会

で
す
の
で
、
ぜ
ひ
多
く
の
町
民
の
皆

さ
ん
に
来
場
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と

思
い
ま
す
。

音
楽
は
人
生
を
共
に
歩
く
友
達
。
背
中
を
押
し
て

く
れ
る
父
親
。
抱
き
し
め
て
く
れ
る
母
親
。

多
く
の
人
に
生
の
音
楽
を
体
感
し
て
ほ
し
い
。

町制 5 周年記念事業

会場：能都社会福祉会館（能都庁舎）
　　　4 階大集会場

出演：海上自衛隊  舞鶴音楽隊

主催：能登町民ふれ愛コンサート実行委員会

１

24日 午後 1時開場
午後 1時 30分開演

※この事業は、長寿社会づくりソフト事業として実施しており、（財）地域社会振興財団の交付を受けています。

町民ふれ愛コンサート実行委員会

鍛
か じ や

治谷  眞
し ん い ち

一  委員長

海上自衛隊舞鶴音楽隊
　昭和 30 年に創設。舞鶴市（京
都府）をはじめ、富山県から鳥取
県までの 2 府 9 県を中心に日本
全国で演奏会や学生への演奏指導
などを行っている。国際行事にも
数多く参加し、国際親善にも大き
く貢献している。音楽を通じて海
上自衛隊と地域住民の架け橋とな
るよう、日々訓練と演奏活動に励
んでいる。
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第４回

定例会

議
会

能
登
町
議
会
第
４
回
定
例
会
は

12
月
7
日
に
招
集
さ
れ
ま
し

た
。
会
期
を
15
日
ま
で
の
9
日
間
と

定
め
、
平
成
21
年
度
一
般
会
計
補
正

予
算
や
条
例
改
正
な
ど
、
町
長
提
出

議
案
13
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

　

持
木
町
長
が
提
案
理
由
を
述
べ
た

あ
と
、
10
人
が
議
案
に
つ
い
て
質
問

し
ま
し
た
。
そ
の
あ
と
、
各
議
案
と

請
願
1
件
、
陳
情
1
件
は
各
常
任
委

員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

　

最
終
日
に
は
、
継
続
審
査
と
な
っ

て
い
た
平
成
20
年
度
決
算
の
認
定
に

つ
い
て
、
新
平
悠
紀
夫
決
算
特
別
委

員
長
か
ら
報
告
が
あ
り
、
原
案
の
と

お
り
認
定
。
議
案
13
件
も
各
常
任
委

員
長
の
報
告
を
受
け
、
原
案
の
と
お

り
可
決
さ
れ
ま
し
た
。
請
願
1
件
は

採
択
さ
れ
、
陳
情
1
件
が
継
続
審
査

と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
議
会
議
案
1
件
が
上
程

さ
れ
、
可
決
さ
れ
ま
し
た
。

■
可
決
さ
れ
た
議
案

（
平
成
21
年
度
補
正
予
算
：
12
件
）

一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
3
号
）
▼

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
2
億
９
０
６
９

万
3
千
円
を
追
加
し
、
予
算
総
額
を

１
５
３
億
４
７
０
６
万
9
千
円
と
す

る
。
事
業
費
の
変
更
や
確
定
、
学
校

耐
震
補
強
事
業
費
の
追
加
、
人
件
費

の
減
額
、
調
整
な
ど

有
線
放
送
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
3
号
）
▼
１
０
５
万
8
千
円
を

減
額

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
2
号
）
▼
保
険
事
業
勘
定
に
８

４
９
万
2
千
円
を
追
加
し
、
直
営
診

療
施
設
勘
定
に
4
万
1
千
円
を
追
加

後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
1
号
）
▼
１
９
７
万
4
千
円

を
追
加

介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第

2
号
）
▼
保
険
事
業
勘
定
を
１
０
２

８
万
円
減
額
し
、
サ
ー
ビ
ス
事
業
勘

定
を
２
８
２
万
5
千
円
減
額

公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予

算
（
第
3
号
）
▼
６
０
３
万
９
千
円

を
追
加

農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
▼
１
０
０
万
５
千

円
を
追
加

漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
１
号
）
▼
26
万
3
千
円
を

追
加

浄
化
槽
整
備
推
進
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算
（
第
2
号
）
▼
70
万
円
を
追

加簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正
予
算

（
第
１
号
）
▼
３
６
７
万
9
千
円
を

追
加

水
道
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
3
号
）

▼
営
業
費
用
を
35
万
増
額
し
、
営
業

外
費
用
を
35
万
円
減
額

病
院
事
業
会
計
補
正
予
算（
第
2
号
）

▼
収
益
的
収
支
を
３
８
７
２
万
3
千

円
減
額

能
登
町
病
院
事
業
の
設
置
等
に
関
す

る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
に

つ
い
て
▼
特
別
室
使
用
料（
個
室
Ｂ
）

に
2
室
を
追
加
す
る

■
可
決
さ
れ
た
議
会
議
案

農
山
漁
村
の
多
面
的
機
能
を
維
持
す

る
施
策
の
推
進
を
求
め
る
意
見
書
の

提
出
に
つ
い
て

■
認
定
さ
れ
た
平
成
20
年
度
決
算

（
平
成
20
年
度
決
算
：
14
件
）

①
一
般
会
計
歳
入
歳
出
決
算　

②
有

線
放
送
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決

算　

③
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算　

④
後
期
高
齢
者
医
療

特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算　

⑤
老
人

保
健
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算　

⑥

介
護
保
険
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算

　

⑦
観
光
施
設
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算　

⑧
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会

計
歳
入
歳
出
決
算　

⑨
農
業
集
落
排

水
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算　

⑩
漁
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計
歳

入
歳
出
決
算　

⑪
浄
化
槽
整
備
推
進

事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出
決
算　

⑫

簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
歳
入
歳
出

決
算　

⑬
水
道
事
業
会
計
決
算　

⑭

病
院
事
業
会
計
決
算

■
採
択
さ
れ
た
請
願

防
火
水
槽
設
置
の
件
▼
周
囲
に
は
水

利
が
な
く
、
火
災
が
発
生
す
る
と
大

火
災
に
な
る
恐
れ
も
あ
る
場
所
に
、

防
火
水
槽
の
設
置
を
請
願
す
る
（
請

願
者
：
八
ノ
田
区
長
髙
井
邦
夫
ほ
か

40
人
）

■
継
続
審
査
と
な
っ
た
陳
情

町
道
１
級
九
里
川
尻
越
坂
１
号
線

（
河
ヶ
谷
地
内
）
取
付
道
路
の
舗
装

に
つ
い
て

◆
鵜
川
中
学
校

青
木
宏
義　
　

青
木
真
人

奥
野
百
々
代　

酒
井
奈
々
香

洲
﨑
由
美　
　

大
黒
大
二
郎

大
黒
由
貴　
　

髙
宮
大
介

釣
谷
由
依　
　

中
田
智
英

柱
尾
翔
太　
　

馬
場　

望

濵
高
一
仁　
　

安
田
優
香

柳
本
篤
二　
　

山
下
務
斗

◆
小
木
中
学
校

石
岡
宗
達　
　

石
川
直
哉

石
谷
主
樹　
　

石
場
功
一

岡
本
留
衣　
　

奥
成
貴
大

桂　

海
太
郎　

角　

大
輔

川
本
康
太　
　

幸
田　

諒

篠
原
良
子　
　

曽
良
和
生

高
多
歩
美　
　

田
中
成
美

釣
谷
研
成　
　

中
山
勇
太

波
瀬
め
ぐ
み　

畑
中
拓
哉

廣
瀬
智
成　
　

廣
瀬
実
穂

古
谷　

衛　
　

山
城
弥
生

横
川
裕
一　
　

和
田　

航

◆
松
波
中
学
校

浅
井
未
希　
　

井
上
真
理
子

岩
坂
崇
義　
　

鵜
垣
大
和

桶
間
悠
太　
　

桶
谷
八
大

表　

美
沙　
　

菊
田
里
美

小
谷
一
希　
　

坂
口
貴
之

坂
森
小
桃　
　

嶋　

大
地

少
橘
杏
子　
　

少
橘
祐
也

大
門
彩
香　
　

鷹　

江
利
果

竹
中
汐
理　
　

田
中
靖
華

内
木
跳
偉　
　

中
谷
裕
香

中
野
一
裕　
　

中
村
美
緒

中
村
優
依　
　

西　

美
穂

西
原
拓
哉　
　

橋
本
和
輝

橋
本
拓
也　
　

濵　

姿
子

東　

か
お
る　

古
谷
沙
緒
梨

干
場　

光　
　

干
場
美
里　
　

松
田
章
太
朗　

宮
腰
祐
子　
　

山
﨑　

敦　
　

山
下
雄
太　
　

山
下
侑
耶　
　

吉
見
知
也

◆
瑞
穂
中
学
校

大
屋
圭
司　
　

小
林
麻
梨
奈

寺
西
葉
月　
　

吉
中
伸
幸

◆
能
都
中
学
校

青
山
優
理　
　

石
浦
祐
輔

石
切
麻
美　
　

井
上
香
菜

今
崎
未
由
香　

岩
井
雄
一
郎

上
田
千
紗　
　

上
野
俊
信

大
森
友
姫　
　

岡
橋
航
平

奥　

岬　
　
　

垣
内
卓
史

蔭
田
俊
介　
　

笠
谷
篤
志　
　

加
治
屋
美
樹　

角　

力
也　
　

加
藤
藍
子　
　

川
崎
理
絵　
　

川
本
翔
子　
　

日
下
利
恵　
　

國
分
み
ず
穂　

櫻
井
貴
裕　
　

笹
田
裕
貴　
　

笹
野
麻
衣　
　

笹
原　

藍　
　

佐
藤　

洵　
　

芝　

ひ
か
り　

島
本
美
紀　
　

下
野
理
香　
　

隅
屋
良
太　
　

瀬
戸
あ
か
り　

曽
又
飛
翔　
　

空
林　

聖　
　

髙
田
優
香　
　

蛸
島
慎
司　
　

田
代
隼
平　
　

田
端
聡
美　
　

田
村
浩
司

蔦
濱
鐘
吾　
　

寺
越
孝
裕

堂
野
菜
摘　
　

堂
前
純
也

中
町
美
姫　
　

那
田
屋
俊
輔

西　

陽
大　
　

橋
本
佑
紀

柱
尾
志
織　
　

波
並
佳
江

羽
根
ま
ど
か　

濱　

美
果

濱
中
奈
津
美　

濱
邉　

謙

廣
澤
剛
志　
　

府
中　

慧

府
中　

敬　
　

干
場
陽
平

松
岡
由
希
子　

松
田
千
恵

水
島
裕
也　
　

水
本
双
葉

宮
下
恵
美　
　

本
谷
美
果

本
谷
美
明　
　

諸
角
美
穂

矢
内
健
太　
　

山
口
有
加

山
口
理
恵　
　

山
下
香
菜
子

山
下　

唯　
　

山
瀬
翔
太

◆
柳
田
中
学
校

青
木
慧
史　
　

青
木
沙
由
梨

家
口
裕
美　
　

打
合
昂
樹

奥
野
望
美　
　

蔭
浦
隆
博

上
谷
和
裕　
　

木
下
雄
太

小
谷
真
弘　
　

坂
上
幸
大

坂
下　

都　
　

佐
小
田
孝
一

修
田
明
延　
　

高
平
真
理
奈

滝
平
佑
一　
　

滝
元
菜
穂

武
藤
直
也　
　

田
中
絵
利
香

谷
坊
歩
美　
　

出
村　

翔

出
村　

猛　
　

栂　

佳
恵

中
谷
崇
之　
　

中
谷
理
佐

羽
佐
間
香
菜　

橋
爪
賢
太
郎

広
瀬　

扇　
　

干
場
翔
太

細
畑
恭
平　
　

南　

圭
将

源　

直
樹　
　

諸
井
一
恵

山
森
美
幸　
　

若
林
正
彦

◆
町
在
住
者

ア
ー
マ
ド　

ユ
ス
フ

ウ
ィ
デ
ィ
ヤ
ン
ト

カ
ダ
ン　

セ
テ
ィ
ヨ
ノ

コ
ト
ゥ
ル　

ア
シ
ス

ス
ク
ロ
ン

バ
ラ
フ
ル　

ム
ビ
ン

ボ
ビ
ィ　

ア
デ
ィ　

ヒ
ク
マ
ッ

トム
ハ
ッ
マ
ド　

ア
ブ
ド
ゥ
ロ
ー

マ
ン　

マ
ウ
ラ
ナ　

ラ
ニ

ル
ト
フ
ィ
ア　

テ
グ
ー　

サ
プ

ト
ラ

ロ
ビ
デ
ィ
ン

平
成
22
年〈日時〉平成 22 年 1 月 10 日㈰

　　　　10：30 ～（受け付け 10:00 ～）

〈場所〉内浦第二体育館

〈対象者〉平成元年 4 月 2 日～平成 2 年 4 月 1 日生ま

れの能登町内中学校卒業生および能登町在住者

男：119 人　女：101 人　計：220 人
※名簿は広報紙への掲載を希望した人

（アイウエオ順）

☆お願い
　新成人へのお祝いの祝電や花束などは、式典会場で

は受け付けませんので、ご自宅へお届けください。

一
般
会
計
補
正
予
算

2
億
９
０
６
９
万
3
千
円

を
追
加


